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質
問　

１
袋
の
原
価
は
７
円

弱
な
の
に
対
し
、
84
円
は
あ

ま
り
に
も
高
す
ぎ
ま
す
。

　

１
市
２
町
で
引
き
下
げ
の

協
議
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
。

町
長　

ゴ
ミ
袋
が
高
い
と
い

う
認
識
に
立
っ
て
い
る
が
、

町
財
政
を
考
え
る
と
引
き
下

げ
は
困
難
で
す
。

　

現
行
料
金
を
据
え
置
く
と

い
う
こ
と
で
理
解
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

質
問　

現
在
の
ゴ
ミ
処
理
方

式
（
固
形
燃
料
化
）
は
、
ご

み
を
減
量
化
し
て
も
大
牟
田

発
電
所
の
採
算
が
合
わ
な
く

な
り
、
負
担
金
が
上
が
る
と

い
う
矛
盾
し
た
も
の
で
す
。

　

ゴ
ミ
の
減
量
化
と
ゴ
ミ
袋

料
金
引
き
下
げ
の
妨
げ
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
。

町
長　

ゴ
ミ
を
減
量
化
す
れ

ば
大
牟
田
に
持
っ
て
い
く
料

金
は
嵩
み
ま
す
。

　

料
金
は
過
去
２
回
上
が
っ

て
い
ま
す
。

　

減
量
化
し
な
が
ら
ゴ
ミ
袋

の
値
上
げ
を
し
な
い
こ
と
を

基
本
に
し
て
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

質
問　

原
発
の
危
険
性
と
安

全
神
話
の
崩
壊
に
つ
い
て
の

認
識
は
。

町
長　

原
発
が
１
０
０
％
安

全
と
い
う
認
識
に
は
立
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

世
界
中
が
日
本
の
原
発
は

一
番
安
全
と
い
う
認
識
の
も

と
で
今
回
の
事
故
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

質
問　

玄
海
原
発
で
事
故
が

起
こ
っ
た
場
合
の
鞍
手
町
へ

の
影
響
は
。

町
長　

鞍
手
町
か
ら
直
線
距

離
で
約
83
㎞
で
す
。

　

玄
海
原
発
で
事
故
が
起
き

れ
ば
福
岡
県
全
体
に
甚
大
な

影
響
が
で
ま
す
。

質
問　

脱
原
発
と
原
子
力
行

政
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
抜

本
的
な
転
換
を
国
と
関
係
機

関
に
求
め
て
い
く
考
え
は
。

町
長　

鞍
手
町
の
み
な
ら
ず

福
岡
県
、
県
民
、
国
民
あ
げ

て
大
き
な
行
動
を
起
こ
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

議
会
へ
の
請
願
・
陳
情
も

出
し
て
い
た
だ
き
、
町
も
そ

れ
に
入
っ
て
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。

質
問　

町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
も
考
え
て
い
く
べ
き
で

は
。

町
長　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

エ
コ
対
策
に
は
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

脱
原
発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
転
換
を

玄海原子力発電所の位置

玄海原発

高
す
ぎ
る
ゴ
ミ
袋
料
金
の
引
き
下
げ
を

料
金
据
え
置
き
で
理
解
を  

（
町
長
）

宇田川　亮　議員

町指定ごみ袋

◉鞍手町

約 83km

⑧
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平成23年７月29日発行　鞍手町議会だより　№91

質
問　

町
の
人
口
は
減
少
傾

向
に
あ
る
が
、
定
住
人
口
促

進
の
た
め
、
空
き
家
情
報
を

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
考
え
は
。

町
長　

情
報
を
提
供
す
る
こ

と
は
有
効
な
手
段
の
一
つ
と

考
え
ま
す
が
、
町
内
外
の
不

動
産
業
者
へ
の
影
響
、
空
き

家
所
有
者
の
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
等
、
今
後
の
検
討
課

題
と
し
ま
す
。

質
問　

町
の
財
政
力
指
数
、

実
質
債
務
残
高
比
率
、
実
質

的
将
来
財
政
負
担
額
比
率
、

経
常
収
支
比
率
の
値
は
。

企
画
財
政
課
長　

財
政
力
指

数
は
平
成
20
年
度
に
対
し
、

平
成
21
年
度
は
、
０
・
０
１

１
％
増
の
０
・
４
７
６
％
。

実
質
債
務
残
高
比
率
は

７
・
３
％
減
の
１
５
０
・
８

％
。実

質
的
将
来
財
政
負
担
額

比
率
も
４
％
減
の
47
・
１
％
。

経
常
収
支
比
率
も
３
・
５

％
減
の
93
・
４
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

町
長　

東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
特
別
交
付
税
が
昨
年
よ

り
約
10
％
減
少
す
る
見
込

み
。
ま
た
、
平
成
22
年
度
の

国
勢
調
査
で
人
口
が
１
１
０

９
人
減
少
し
普
通
交
付
税
に

も
影
響
す
る
こ
と
。
更
に
現

在
の
経
済
状
況
の
低
迷
に
よ

り
町
税
の
増
収
も
見
込
め
な

い
こ
と
か
ら
、
厳
し
い
財
政

運
営
と
な
る
状
況
で
す
。

質
問　

税
制
改
正
案
で
は
、

法
人
実
効
税
率
の
引
き
下
げ

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

不
均
一
超
過
課
税
等
自
主
財

源
の
確
保
を
検
討
す
る
余
地

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

町
長　

税
収
を
増
や
す
こ
と

が
先
決
だ
と
考
え
ま
す
。

財
源
確
保
の
た
め
企
業
誘

致
、
住
宅
誘
致
を
推
し
進
め

て
い
る
。
企
業
に
と
っ
て
は

増
税
と
な
る
不
均
一
課
税
制

度
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

質
問　

緩
和
ケ
ア
は
ガ
ン
を

告
知
さ
れ
た
患
者
さ
ん
や
ご

家
族
の
心
の
痛
み
、
ガ
ン
に

よ
る
体
の
痛
み
、
不
眠
、
吐

き
気
、
食
欲
不
振
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
症
状
を
和
ら
げ
る
た

め
の
処
置
を
す
る
こ
と
で
す

が
、
町
立
病
院
と
し
て
の
対

応
は
。

事
務
局
長　

町
立
病
院
で
は

ガ
ン
に
よ
っ
て
生
じ
る
体
の

不
調
や
心
の
問
題
に
対
処
す

る
た
め
、
緩
和
ケ
ア
に
関
す

る
研
修
を
受
け
た
医
師
、
緩

和
ケ
ア
認
定
看
護
師
を
中
心

に
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師

で
緩
和
チ
ー
ム
を
組
み
、
患

者
中
心
の
医
療
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

質
問　

終
末
期
が
近
づ
い
て

い
る
ガ
ン
患
者
さ
ん
は
精
神

的
に
不
安
定
に
な
り
が
ち
な

の
で
、
医
師
、
看
護
師
の
方

た
ち
を
含
め
て
病
院
と
し
て

心
の
ケ
ア
、
体
の
ケ
ア
を
ど

う
施
せ
る
の
か
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

緩
和
ケ
ア
病
棟
は
治
癒
の

見
込
み
が
な
く
、
人
生
の
最

終
末
を
迎
え
る
に
当
た
っ

て
、
家
族
と
残
り
少
な
い
人

生
を
充
実
さ
せ
、
有
意
義
に

過
ご
す
と
と
も
に
、
自
分
の

人
生
を
振
り
返
り
な
が
ら
終

わ
る
こ
と
が
で
き
る
病
棟
、

病
室
で
す
が
、
町
立
病
院
と

し
て
は
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
取

り
組
む
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

町
長　

国
の
厳
し
い
施
設
基

準
が
あ
り
、
取
り
組
み
が
難

し
い
の
が
現
状
で
す
。

事
務
局
長　

緩
和
ケ
ア
病
棟

は
、
一
般
病
棟
の
中
で
独
立

し
た
病
棟
で
あ
る
こ
と
。
七

対
一
以
上
の
看
護
要
員
基
準

で
あ
る
こ
と
。
緩
和
ケ
ア
に

関
す
る
研
修
を
受
け
た
医
師

が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

病
室
の
面
積
が
一
人
当
た
り

８
㎡
以
上
で
あ
る
こ
と
。
病

棟
内
に
患
者
家
族
の
控
え
室

や
患
者
専
用
の
台
所
等
が
あ

る
こ
と
な
ど
、
経
営
状
態
や

施
設
環
境
か
ら
は
取
り
組
み

が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

 定住化促進のため町のホームページに
 空き家情報を掲載する考えは

 空き家所有者の個人情報等を考慮し、
 今後検討します （町長）

熊井　照明　議員

町のホームページ

町
の
財
政
状
況
と
今
後
の

見
通
し
は

自
主
財
源
の
確
保
は

緩
和
ケ
ア
病
棟
設
置
の
考
え
は

  

経
営
状
態
や
施
設
環
境
か
ら
は
取
り
組
み
が

  

難
し
い
の
が
現
状
で
す 

（
病
院
事
務
局
長
）

岡﨑　邦博　議員

町立病院の病室

⑨
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質
問　

平
成
25
年
４
月
１
日

よ
り
、
消
防
、
救
急
の
出
動

体
制
が
、
16
名
が
10
名
体
制

の
乗
り
換
え
体
制
に
な
り
、

鞍
手
イ
ン
タ
ー
開
通
に
よ
り

事
故
対
応
も
あ
り
、
町
民
の

救
命
率
の
低
下
等
が
考
え
ら

れ
る
が
。

町
長　

平
成
25
年
か
ら
鞍

手
出
張
所
の
人
員
が
削
減
さ

れ
る
が
、
問
題
は
直
鞍
広
域

消
防
の
厳
し
い
財
政
状
況
に

伴
う
、
聖
域
な
き
行
政
改
革

の
一
つ
で
す
。

高
速
道
に
つ
い
て
は
、
事

故
が
起
こ
れ
ば
守
備
範
囲
が

広
く
な
り
出
費
も
嵩
ん
で
き

ま
す
。

宮
若
等
が
や
っ
て
い
ま
す

が
極
端
な
不
便
や
、
問
題
は

広
域
消
防
の
デ
ー
タ
的
に
は

上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
対
応

と
し
て
機
動
力
を
つ
け
る
た

め
に
消
防
車
の
更
新
、
防
災

無
線
等
色
々
な
面
で
今
か
ら

取
組
み
ま
す
。

質
問　

今
後
想
定
外
の
災
害

が
起
こ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

ま
す
。
よ
り
強
い
危
機
管
理

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

町
長　

想
定
外
を
前
提
と
し

た
防
災
組
織
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
ど
う
し
た
ら

最
少
限
度
の
事
故
に
収
め
る

こ
と
が
出
来
る
の
か
研
究
し

ま
す
。
今
後
、
区
長
さ
ん
方

と
協
議
、
研
究
し
な
が
ら
厳

密
な
防
災
計
画
を
立
て
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
、
安

全
な
町
づ
く
り
を
図
り
ま

す
。

質
問　

鞍
手
出
張
所
の
救
急

出
動
、
或
い
は
そ
れ
に
伴
う

２
次
の
出
動
件
数
に
つ
い
て

実
態
は
。

企
画
財
政
課
長　

平
成
22
年

度
の
資
料
で
は
出
火
件
数
22

件
、
内
建
物
は
17
件
、
救
急

出
動
に
つ
い
て
は
広
域
消
防

全
体
で
２
６
１
５
件
で
す
。

質
問　

Ｐ
Ａ
出
動
（
消
防
車

と
救
急
車
が
同
時
に
出
動
す

る
こ
と
。）
が
年
々
増
加
し
、

町
民
の
命
と
財
産
を
守
る
消

防
の
使
命
か
ら
考
え
て
も
、

対
応
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
人
員
の
見
直
し
、
再
任

用
の
問
題
を
考
え
る
べ
き
で

は
。

町
長　

広
域
圏
で
一
旦
決
ま

っ
た
こ
と
は
、
や
っ
て
い
き

ま
す
。
し
か
し
、
問
題
が
起

こ
る
な
ら
ば
当
然
取
り
上
げ

対
応
し
ま
す
。

質
問　

Ｊ
Ａ
直
鞍
ア
グ
リ
総

合
セ
ン
タ
ー
の
悪
臭
に
関
し

て
の
見
解
は
。

町
長　

Ｊ
Ａ
直
鞍
ア
グ
リ
総

合
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い

る
直
鞍
農
業
協
同
組
合
と
平

成
17
年
４
月
に
公
害
防
止
に

関
す
る
基
本
協
定
を
締
結
し

て
い
ま
す
。

平
成
17
年
８
月
頃
か
ら
臭

い
と
ハ
エ
の
問
題
で
苦
情
が

あ
り
、
Ｊ
Ａ
直
鞍
と
地
元
行

政
区
で
現
地
調
査
を
行
う
な

ど
協
議
を
重
ね
、
第
２
次
発

酵
槽
の
完
全
密
閉
化
工
事
を

施
工
す
る
こ
と
と
な
り
、
平

成
18
年
７
月
30
日
に
完
成
し

て
い
ま
す
。

工
事
施
工
前
後
で
臭
気
の

調
査
が
実
施
さ
れ
、
周
辺
民

家
で
は
臭
気
が
強
度
１
で
、

や
っ
と
感
知
で
き
る
程
度
と

判
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
夏
頃
、
一
度
室

木
区
長
よ
り
悪
臭
に
つ
い
て

苦
情
が
農
政
環
境
課
に
あ
り

ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
直
鞍
と
室

木
区
と
の
基
本
契
約
書
に
基

づ
き
、
対
応
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

以
後
、
町
民
か
ら
の
苦
情

は
あ
り
ま
せ
ん
。

鞍手インター付近

宮田消防署鞍手出張所

 広域消防の人員削減による救急・救命の
 対応は

 機動力をつけるために今から取り組み
 ます（町長）星　正彦　議員

Ｊ
Ａ
直
鞍
ア
グ
リ
総
合
セ
ン
タ
ー
の
悪
臭
に  

つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
ま
す
か

鞍
手
町
の
環
境
は
自
分
た
ち
が
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い 

（
町
長
）須山　由紀生　議員

⑩



平成23年７月29日発行　鞍手町議会だより　№91

質
問　

こ
う
い
う
環
境
が
今

後
何
年
続
く
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
子
や
孫
の
代
ま
で
続
く

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
町
と
し

て
も
何
ら
か
の
対
策
を
考
え

る
べ
き
で
は
。

町
長　

関
係
者
の
Ｊ
Ａ
直
鞍

と
状
況
に
よ
っ
て
は
嘉
穂
・

鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
、
飯
塚
農
林
事
務
所
等
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
Ｊ
Ａ
直

鞍
に
指
導
対
処
を
し
て
い
く

と
い
う
の
が
前
提
で
す
。

鞍
手
町
の
環
境
は
自
分
た

ち
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
気
持
ち
に
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。

質
問　

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ

マ
シ
ー
ン
の
修
理
も
し
く
は

買
い
替
え
の
予
定
は
。

町
長　

他
の
施
設
で
使
っ
て

い
な
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ラ

ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
が
あ
る

の
で
そ
れ
を
持
っ
て
き
て
対

応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

車
を
運
転
で
き
な
い

高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な

方
た
ち
（
交
通
弱
者
）
に
と

っ
て
、
最
も
利
便
性
の
良
い

運
行
ル
ー
ト
の
改
善
が
必
要

で
は
。

町
長　

協
議
会
や
検
討
会
議

等
色
々
な
機
関
で
２
年
く
ら

い
か
け
て
検
討
し
、
10
月
２

日
か
ら
試
行
運
転
に
入
り
ま

す
。私

も
問
題
が
か
な
り
あ
る

と
い
う
認
識
に
立
っ
て
い
ま

す
。
一
度
走
ら
せ
て
か
ら
何

が
問
題
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
、
ま
た
検
討
し
て
見

直
し
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

企
画
財
政
課
長　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
等
の
新
し
い
運

行
体
系
は
適
宜
利
用
状
況
の

検
証
を
行
い
、
協
議
会
に
お

い
て
調
整
し
、
必
要
に
応
じ

て
見
直
し
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

質
問　

２
月
に
供
用
開
始
し

た
「
鞍
手
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
」
や
工
事
中
の
「
遠
賀
川

渡
架
橋
」
を
「
地
域
活
性
化
」

の
起
爆
剤
と
し
て
利
用
し
た

い
と
言
っ
て
い
る
が
、
具
体

的
な
方
針
は
。

町
長　

イ
ン
タ
ー
と
遠
賀
川

渡
架
橋
の
利
便
性
を
前
面
に

出
し
、
よ
り
力
強
い
「
企
業

誘
致
」、「
住
宅
誘
致
」
な
ど

に
取
り
組
み
、
雇
用
の
促
進

や
定
住
促
進
を
通
じ
て
、
町

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

一
般
的
に
言
わ
れ
る

「
町
営
住
宅
」
は
ど
の
よ
う

な
形
態
か
。

副
町
長　

木
造
住
宅
が
通
常

言
わ
れ
て
い
る
「
町
営
住
宅
」

と
一
般
的
に
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

質
問　

一
般
的
に
言
わ
れ
る

「
町
営
住
宅
」
が
空
き
家
に

な
っ
た
と
き
の
対
応
は
。

町
長　

町
の
方
針
と
し
て

は
、
耐
用
年
数
を
超
え
た
木

造
住
宅
に
つ
い
て
は
、
入
居

者
が
退
去
さ
れ
た
後
は
撤
去

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

質
問　

現
時
点
の
「
町
営
住

宅
」
の
状
況
は
、
人
口
を
増

や
し
地
域
活
性
化
に
取
り
組

も
う
と
す
る
観
点
か
ら
見
た

場
合
、
ま
っ
た
く
逆
走
し
て

い
る
と
思
う
が
、
町
有
地
の

中
か
ら
住
宅
地
に
適
し
て
い

る
土
地
に
町
営
住
宅
の
新
設

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　

町
営
住
宅
を
造
っ

て
、
安
い
入
居
費
で
他
か
ら

呼
び
込
む
と
い
う
選
択
肢
も

あ
る
と
思
う
が
、
町
営
住
宅

の
新
設
よ
り
も
、
遊
休
町
有

地
を
整
理
し
な
が
ら
定
着
す

る
よ
う
な
選
択
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

鞍
手
町
を
積
極
的
に

ア
ピ
ー
ル
し
、
町
有
地
を
有

効
利
用
し
た
住
宅
団
地
を
是

非
実
現
し
た
い
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
は
。

町
長　

遊
休
町
有
地
は
民
間

に
払
い
下
げ
て
、
そ
こ
に
住

宅
団
地
を
新
設
し
、
若
い
人

た
ち
に
来
て
貰
う
と
い
う
基

本
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
ま

す
。条

件
整
備
を
進
め
、
入
り

易
く
、
受
け
入
れ
易
い
環
境

を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
基
本
計
画
に
基
づ
き

進
め
て
行
き
ま
す
。

定住促進の方策は

遊休町有地を民間に払い下げ、
定住促進を図りたい（町長）

田中　二三輝　議員

町
営
住
宅
の
建
替
え
は

町
有
地
を
利
用
し
た
住
宅

団
地
の
新
設
を

町営住宅の状況

住宅団地のイメージ

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
器
具
の
買
替
え
は

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画
に
つ
い
て

⑪




